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要約  マスクを装着するのは何故か 

- COVID19 は症状がない患者からも感染することが知られ

ており、そのためにソーシャル・ディスタンスや手指衛生

が感染予防に最も重要とされている。 

- その一方で新しいガイドラインでは、健康な人は公共の、

特にソーシャル・ディスタンスが保てない場所ではマスク

を装着することが推奨している。 

- 装着の理由として、①感染予防、②物理的な距離を保つこ

とへの周囲へのリマインドが挙げられる。 

 どんなマスクをつければよいか 

- 病人・医療従事者・COVID19 患者を介護していない限

り、医療用マスクは推奨されない。 

- 自宅にある T シャツやバンダナなどの布で顔を覆いマスク

の代用も可能。その際、呼吸を妨げない程度に鼻と口をし

っかり覆っておく必要がある。 

 マスクの装着方法 

- マスク装着前に石鹸での手洗い（20秒以上）あるいはアル

コール（60％以上）での手指消毒 

- マスク前面には触れずに耳の後ろあるいは頭の後ろで固定 

- マスク装着中はマスクや顔に触れてはいけない 

- マスクを外す際、固定している紐部分から外し、マスク前

面や顔には触れない 

- マスクを外した後は石鹸での手洗い（20秒以上）、あるい

は手指消毒剤を使用 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

 特にマスクのつけ方、外し方については現場にも役立つ情報と

考える。また患者さんへの指導にも使用できるかと思われる。 
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